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２
年
連
続
で
の
豊
作
基
調
と
な
っ
た
昨

年
を
振
り
返
り
、
今
年
度
の
Ｊ
Ａ
事
業
運

営
の
方
向
性
を
決
め
る
第
70
回
通
常
総
代

会
が
、
４
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
３
階
大
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

未
だ
に
感
染
拡
大
の
勢
い
が
衰
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
に
配

慮
し
、
30
分
に
１
回
の
換
気
、
マ
イ
ク
の

消
毒
を
こ
ま
め
に
行
う
な
ど
の
徹
底
し
た

対
応
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
で
あ

れ
ば
関
係
各
所
か
ら
来
賓
を
招
き
、
ご
挨

拶
を
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
今
回

は
角
和
町
長
と
、
名
誉
組
合
員
の
遠
藤
秀

孝
さ
ん
、
大
西
昭
男
さ
ん
の
み
を
招
い
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。　

　

例
年
、
通
常
総
代
会
の
開
会
前
に
は
、

各
賞
の
伝
達
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
前
年
度
受
賞
者
の
海
外
研
修
等
が
未

だ
実
施
で
き
て
い
な
い
実
情
を
鑑
み
て
、

今
年
度
は
北
海
道
報
徳
農
業
善
行
賞
の
表

彰
伝
達
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
同
賞
を
受

賞
さ
れ
た
瑠
辺
蘂
第
３
の
小
木
田
邦
義
さ

ん
に
は
、
熊
谷
組
合
長
か
ら
賞
状
・
副
賞

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。　

　

飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
綱
領
の

朗
誦
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
真
田
専
務

に
よ
る
開
会
宣
言
に
続
い
て
行
わ
れ
た
開

会
挨
拶
で
、
熊
谷
組
合
長
は
影
響
の
程
が

予
測
で
き
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
環
境
の
変
化
や
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
出
席
し
た
来
賓
を
代
表
し
て
角

和
町
長
、
名
誉
組
合
員
の
大
西
昭
男
さ
ん

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

議
長
に
は
只
野
透
さ
ん
（
北
瑛
第
３
）

と
保
田
道
亮
さ
ん
（
福
富
瑛
進
）
が
昨
年

に
引
き
続
き
選
出
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議

案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。　

　

令
和
２
年
度
は
、
一
時
的
な
低
温
や
日

照
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
お
お
む
ね
天
候
に
恵
ま
れ
、
区
域

内
農
業
総
生
産
高
で
令
和
元
年
度
に
続
く

過
去
２
番
目
の
成
績
と
な
る
１
２
８
億
２
，

０
０
０
万
円
、
交
付
金
合
算
ベ
ー
ス
で
１

６
２
億
７
，
２
０
０
万
円
を
記
録
し
ま
し

た
。
当
期
剰
余
金
は
１
億
１
，
６
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
交
換
を

コ
ロ
ナ
禍
で
も
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
交
換
を

第70回 通常総代会開催 第70回 通常総代会開催 
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総代会祝辞総代会祝辞総代会祝辞

美瑛町長
角和　浩幸 氏

　第70回通常総代会の開催
にお祝い申し上げます。美瑛
町内で生産されている総額
591億円のうち、23.4％が農
林業によるもの。美瑛町の大
黒柱である農業を支えていく
ことで、他の産業にも波及さ
せ、美瑛町全体の底上げを図
っていきたい。　

小木田　邦義 氏

　現在農作業で欠かせなくな
っている油圧バケットを、自
身の作業負担軽減のために作
り出したことを契機に、後に
株式会社アトム農機による開
発に携わり、地域農業の発展
に貢献した功績が認められま
した。おめでとうございます。

名誉組合員　
大西　昭男 氏

　新型コロナウイルスの影響
で昨年は書面議決が中心とな
ったが、今年は対策を行いな
がら開催された、意義深い総
代会。様々な課題があるが、
今年は良かったと言える出来
秋を迎えられることを祈念す
る。

焦点

　道議会農政委員会が4月6日に開催され、その
中で、2020年1月～12月に道内の港から輸出さ
れた農畜産物・農畜産物加工品の輸出額は55億
4,100万円で、前年比38.5％増の過去最高の実績
となったことが報告されました。 
　道産食品輸出額全体では、新型コロナウイルス
感染拡大の影響を受けて菓子類や日本酒の海外消
費が落ち込んだため、前年比12.9％減の578億
4,000万円となりましたが、玉ねぎやミルク・ク
リーム、豚肉や鶏卵など、家庭内消費や弁当・惣
菜の需要に合わせた輸出品目が伸びを見せたため、
農畜産物の輸出額は過去最高を記録することがで
きました。特に玉ねぎは、19年産と20年産が豊
作で、十分な輸出仕向け量が確保でき、計画的な
輸出が行われたため、前年比11億800万円増の
14億4,800万円が輸出されました。 
 もちろん、これらの数字は、新型コロナウイル
ス感染拡大の影響だけが原因で導き出されたもの
ではありません。今回の報告で、輸出拡大に向け
てどのような取り組みがなされたかも併せて報告
されていますが、その中に、いくつか興味深いも
のがありました。 
　例えば、現地の料理教室で使用している米を北
海道米に切り替えてもらい、おいしさをアピール
したり、道産和牛を使った牛丼の調理方法を指導
してもらうなど、海外の消費者に直接北海道の農
畜産物を食べてもらう機会を設ける取り組みがな
されました。この方法は、その場で試食して終わ
りではなく、現地の人に調理方法を知ってもらう
ことで、おいしく食べ続けてもらえるような工夫
を盛り込んだ、素晴らしい方法ではないでしょう
か。そのほか、各種商談もオンライン方式で開催
するなど、新型コロナウイルスの影響下でも、
様々な取り組みが進められ、今回の結果に結びつ
きました。 
　新型コロナウイルス関連のニュースではマイナ
ス面が特に大きく目立ちますが、こういったプラ
スの部分にも目を向け、新しい取り組みが進めら
れていくと、まだまだ道産農畜産物の需要を伸ば
していくことができるかもしれません。

コロナ禍でも道産農畜産物の
輸出は増 

多種多様な方法で海外にアピール

受賞おめでとう
ございます
受賞おめでとう
ございます

受賞おめでとう
ございます

北海道報徳農業善行賞北海道報徳農業善行賞

こ き た くに よし
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総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
播
種
・
定
植
作

業
に
加
え
、
本
格
的
な
春
耕
期
を
控
え
て

何
か
と
ご
多
用
の
中
、
ご
出
席
を
賜
り
、

本
日
こ
こ
に
70
回
目
の
通
常
総
代
会
が
開

会
で
き
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
通
常
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

総
代
の
皆
さ
ま
に
は
書
面
に
よ
る
議
決
権

行
使
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本

年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
の
感
染
状

況
や
管
内
Ｊ
Ａ
の
状
況
を
鑑
み
、
対
策
を

講
じ
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
通
常
ど

お
り
の
開
催
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
等
の
ご
来
賓
の

皆
さ
ま
へ
の
ご
案
内
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
名
誉
組
合
員
の
遠
藤
元
会
長
、
大

西
前
組
合
長
、
そ
し
て
角
和
美
瑛
町
長
に

は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
。
お
三
方
に
は
、
衷
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
本
総
代
会
の
進
行
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
行
政
や
関
係
機
関
、
系
統
連
合

会
等
の
指
導
に
よ
り
、
健
康
に
配
慮
し
た

中
で
、
挨
拶
や
発
言
な
ど
を
極
力
短
め
に

行
い
、
会
議
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
総
代
会
に
つ
き
ま

し
て
も
、
同
様
な
取
り
進
め
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
総
代
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

た
だ
い
ま
、
北
海
道
報
徳
農
業
善
行
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
小
木
田
様
に
は
、
長

き
に
亘
り
、
美
瑛
町
農
業
の
振
興
に
ご
尽

力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼

と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

さ
て
、
今
年
の
融
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
19
日
に
積
雪
調
査
を
行
い
、
町
内
平

均
で
例
年
よ
り
10
セ
ン
チ
ほ
ど
多
い
67
セ

ン
チ
で
あ
り
、
融
雪
は
４
月
６
日
の
予
想

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
春
作
業
は
、

ト
マ
ト
や
ビ
ー
ト
・
玉
ね
ぎ
等
の
育
苗
作

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

ま
た
、
３
月
２
日
に
は
美
瑛
町
内
の
大

雪
に
よ
り
、
町
内
５
件
の
ハ
ウ
ス
倒
壊
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
額
は
３
６
０

万
円
ほ
ど
で
、
す
べ
て
共
済
加
入
と
の
こ

と
で
す
が
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。　

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
３

月
19
日
に
、
規
制
改
革
推
進
会
議
の
農
林

水
産
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
生
乳
流
通

改
革
の
議
論
が
な
さ
れ
、
自
由
化
に
向
け

て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
の
意
見

が
相
次
ぎ
、
改
革
は
不
十
分
と
の
声
も
出

て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
な
意
見

は
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
６
月
の
規

制
改
革
実
践
計
画
に
向
け
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。　

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、
２
０

１
８
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
第
29

回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
の
決
議
事
項
が
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
改
革
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
践
を
図
り
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
自
己
改
革
を
促
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に
向
け
て
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

令
和
２
年
の
美
瑛
町
農
業
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
融
雪
は
平
年
よ
り
14
日
ほ
ど
早

く
、
５
月
以
降
は
収
穫
期
ま
で
概
ね
平
年

を
上
回
る
気
温
で
経
過
し
、
気
象
条
件
に

は
比
較
的
恵
ま
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
水
稲
や
畑
作
、
そ
菜
も
良

い
結
果
と
な
り
、
酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て

も
、
安
定
基
調
と
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
気
象
推
移
の
下
で
の
区
域

内
農
業
総
生
産
高
は
、
計
画
比
93
％
の
１

２
８
億
２
，
０
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り
、

交
付
金
合
算
で
は
、
１
６
２
億
７
，
２
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
高
水
準
の
生
産
高
と
な
り
ま
し
た
。　

　

令
和
２
年
度
の
事
業
実
績
内
容
に
つ
い

て
は
、
信
用
事
業
の
貯
金
で
２
８
８
億
７
，

９
０
０
万
円
、
貸
出
金
は
７
０
億
１
，
６

０
０
万
円
、
共
済
事
業
で
は
、
新
契
約
保

障
で
６
１
億
８
，
１
０
０
万
円
、
販
売
事

業
は
、
農
産
で
３
８
億
４
，
７
０
０
万
円
、

青
果
４
３
億
６
，
９
０
０
万
円
、
畜
産
４

２
億
６
，
０
０
０
万
円
、
購
買
事
業
で
は
、

生
産
資
材
供
給
高
で
２
９
億
５
，
８
０
０

万
円
、
農
業
機
械
供
給
高
で
２
３
億
８
，

１
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
の
当
期
剰
余
金
は
、
前
年
比
４
，

７
０
０
万
円
増
の
１
億
１
，
０
０
０
万
円

と
な
り
、
前
期
繰
越
剰
余
金
を
含
め
た
当

期
未
処
分
剰
余
金
は
、
１
億
１
，
６
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
の
ち
ほ
ど
議
案
の
中
で
ご
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
す
が
、
農
協
事
業
へ
の
結
集

を
通
じ
て
、
組
合
員
へ
の
事
業
利
用
配
当

を
前
提
に
、
自
己
資
本
比
率
の
向
上
を
は

じ
め
と
す
る
財
務
基
盤
の
強
化
、
農
協
経

営
の
健
全
性
な
ど
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
配
分
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
ま
し

て
は
、
健
全
な
財
務
基
盤
の
構
築
を
基
本

に
、
今
ま
で
以
上
に
力
強
い
販
売
を
進
め

る
と
と
も
に
、
生
産
諸
資
材
コ
ス
ト
の
削

減
や
地
元
企
業
・
地
域
住
民
と
の
関
係
強

化
、
さ
ら
に
は
、
若
い
世
代
や
女
性
農
業

者
の
協
同
組
合
運
営
へ
の
参
画
意
識
を
醸

成
す
る
人
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
展
開
し
、
こ
れ
ら

に
関
連
す
る
固
定
資
産
整
備
や
支
出
計
画

も
段
階
的
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。　

　

今
年
は
、
第
10
次
地
域
農
業
振
興
計
画

の
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
が
ど
の
程
度
広
が
っ
て
く

る
か
、
不
透
明
な
部
分
が
多
々
あ
り
ま
す

が
、
事
故
が
な
く
素
晴
ら
し
い
出
来
秋
が

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
、

そ
し
て
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
り
、
美
瑛

町
農
業
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、
そ
う

願
っ
て
い
ま
す
。　

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
総
代
会

に
、
７
件
の
議
案
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

総
代
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
頂
き
、
建
設

的
な
ご
意
見
の
中
で
、
総
代
会
が
運
営
さ

れ
ま
す
よ
う
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

ウ
イ
ル
ス
の
影
響

農
業
情
勢
に
も

　
　
　

引
き
続
き
配
慮
を

第 70 回
通常総代会
開会の挨拶（要旨）

代表理事組合長
熊　谷　留　夫
代表理事組合長

熊　谷　留　夫
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総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
播
種
・
定
植
作

業
に
加
え
、
本
格
的
な
春
耕
期
を
控
え
て

何
か
と
ご
多
用
の
中
、
ご
出
席
を
賜
り
、

本
日
こ
こ
に
70
回
目
の
通
常
総
代
会
が
開

会
で
き
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
通
常
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

総
代
の
皆
さ
ま
に
は
書
面
に
よ
る
議
決
権

行
使
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本

年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
の
感
染
状

況
や
管
内
Ｊ
Ａ
の
状
況
を
鑑
み
、
対
策
を

講
じ
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
通
常
ど

お
り
の
開
催
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
等
の
ご
来
賓
の

皆
さ
ま
へ
の
ご
案
内
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
名
誉
組
合
員
の
遠
藤
元
会
長
、
大

西
前
組
合
長
、
そ
し
て
角
和
美
瑛
町
長
に

は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
。
お
三
方
に
は
、
衷
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
本
総
代
会
の
進
行
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
行
政
や
関
係
機
関
、
系
統
連
合

会
等
の
指
導
に
よ
り
、
健
康
に
配
慮
し
た

中
で
、
挨
拶
や
発
言
な
ど
を
極
力
短
め
に

行
い
、
会
議
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
総
代
会
に
つ
き
ま

し
て
も
、
同
様
な
取
り
進
め
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
総
代
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

た
だ
い
ま
、
北
海
道
報
徳
農
業
善
行
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
小
木
田
様
に
は
、
長

き
に
亘
り
、
美
瑛
町
農
業
の
振
興
に
ご
尽

力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼

と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

さ
て
、
今
年
の
融
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
19
日
に
積
雪
調
査
を
行
い
、
町
内
平

均
で
例
年
よ
り
10
セ
ン
チ
ほ
ど
多
い
67
セ

ン
チ
で
あ
り
、
融
雪
は
４
月
６
日
の
予
想

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
春
作
業
は
、

ト
マ
ト
や
ビ
ー
ト
・
玉
ね
ぎ
等
の
育
苗
作

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

ま
た
、
３
月
２
日
に
は
美
瑛
町
内
の
大

雪
に
よ
り
、
町
内
５
件
の
ハ
ウ
ス
倒
壊
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
額
は
３
６
０

万
円
ほ
ど
で
、
す
べ
て
共
済
加
入
と
の
こ

と
で
す
が
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。　

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
３

月
19
日
に
、
規
制
改
革
推
進
会
議
の
農
林

水
産
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
生
乳
流
通

改
革
の
議
論
が
な
さ
れ
、
自
由
化
に
向
け

て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
の
意
見

が
相
次
ぎ
、
改
革
は
不
十
分
と
の
声
も
出

て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
な
意
見

は
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
６
月
の
規

制
改
革
実
践
計
画
に
向
け
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。　

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、
２
０

１
８
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
第
29

回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
の
決
議
事
項
が
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
改
革
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
践
を
図
り
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
自
己
改
革
を
促
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に
向
け
て
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

令
和
２
年
の
美
瑛
町
農
業
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
融
雪
は
平
年
よ
り
14
日
ほ
ど
早

く
、
５
月
以
降
は
収
穫
期
ま
で
概
ね
平
年

を
上
回
る
気
温
で
経
過
し
、
気
象
条
件
に

は
比
較
的
恵
ま
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
水
稲
や
畑
作
、
そ
菜
も
良

い
結
果
と
な
り
、
酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て

も
、
安
定
基
調
と
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
気
象
推
移
の
下
で
の
区
域

内
農
業
総
生
産
高
は
、
計
画
比
93
％
の
１

２
８
億
２
，
０
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り
、

交
付
金
合
算
で
は
、
１
６
２
億
７
，
２
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
高
水
準
の
生
産
高
と
な
り
ま
し
た
。　

　

令
和
２
年
度
の
事
業
実
績
内
容
に
つ
い

て
は
、
信
用
事
業
の
貯
金
で
２
８
８
億
７
，

９
０
０
万
円
、
貸
出
金
は
７
０
億
１
，
６

０
０
万
円
、
共
済
事
業
で
は
、
新
契
約
保

障
で
６
１
億
８
，
１
０
０
万
円
、
販
売
事

業
は
、
農
産
で
３
８
億
４
，
７
０
０
万
円
、

青
果
４
３
億
６
，
９
０
０
万
円
、
畜
産
４

２
億
６
，
０
０
０
万
円
、
購
買
事
業
で
は
、

生
産
資
材
供
給
高
で
２
９
億
５
，
８
０
０

万
円
、
農
業
機
械
供
給
高
で
２
３
億
８
，

１
０
０
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
の
当
期
剰
余
金
は
、
前
年
比
４
，

７
０
０
万
円
増
の
１
億
１
，
０
０
０
万
円

と
な
り
、
前
期
繰
越
剰
余
金
を
含
め
た
当

期
未
処
分
剰
余
金
は
、
１
億
１
，
６
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
の
ち
ほ
ど
議
案
の
中
で
ご
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
す
が
、
農
協
事
業
へ
の
結
集

を
通
じ
て
、
組
合
員
へ
の
事
業
利
用
配
当

を
前
提
に
、
自
己
資
本
比
率
の
向
上
を
は

じ
め
と
す
る
財
務
基
盤
の
強
化
、
農
協
経

営
の
健
全
性
な
ど
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
配
分
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
ま
し

て
は
、
健
全
な
財
務
基
盤
の
構
築
を
基
本

に
、
今
ま
で
以
上
に
力
強
い
販
売
を
進
め

る
と
と
も
に
、
生
産
諸
資
材
コ
ス
ト
の
削

減
や
地
元
企
業
・
地
域
住
民
と
の
関
係
強

化
、
さ
ら
に
は
、
若
い
世
代
や
女
性
農
業

者
の
協
同
組
合
運
営
へ
の
参
画
意
識
を
醸

成
す
る
人
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
展
開
し
、
こ
れ
ら

に
関
連
す
る
固
定
資
産
整
備
や
支
出
計
画

も
段
階
的
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。　

　

今
年
は
、
第
10
次
地
域
農
業
振
興
計
画

の
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
が
ど
の
程
度
広
が
っ
て
く

る
か
、
不
透
明
な
部
分
が
多
々
あ
り
ま
す

が
、
事
故
が
な
く
素
晴
ら
し
い
出
来
秋
が

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
、

そ
し
て
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
り
、
美
瑛

町
農
業
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
、
そ
う

願
っ
て
い
ま
す
。　

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
総
代
会

に
、
７
件
の
議
案
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

総
代
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
頂
き
、
建
設

的
な
ご
意
見
の
中
で
、
総
代
会
が
運
営
さ

れ
ま
す
よ
う
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
事
業
概
要

令
和
３
年
度
に
向
け
て
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Ｊ
Ａ
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
が
第
70
回
通
常
総
代
会
に
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

４
月
６
日
に
第
１
回
理
事
会
お
よ
び
監
事
会
を
開
催
し
、
次
の
通
り
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
間
と
な
り
ま
す
。
代
表
理
事
組
合
長
、
代
表
理
事
専
務
、
常
務
理
事
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
熊
谷
留
夫
氏
、
真
田
佳
則
氏
、
渡
辺
和
也
氏
が
再
任
。
常
勤
監
事
に
は
、
新
た
に
宮
﨑
俊
章
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。　

代表理事組合長
熊谷　留夫
新星第1

代表理事専務
真田　佳則 
美田夕張

常務理事
渡辺　和也
美馬牛南1丁目

理事・総務委員長・
農家経済対策特別委員
村上　聡和

赤羽

監事
福田　弘行
俵真布中央

常勤監事
吉尾　　豊
東神楽町

監事
谷口　　学
新区画向上

代表監事
山本　英之

旭第５

理事・業務委員
浦島　規生
北瑛第３

理事・総務委員
櫻井　盛明
藤野中央

理事・総務委員長・
農家経済対策特別委員
藤田　元弘
水沢新生

Ｊ
Ａ
の
役
員
体
制
が
新
し
く
な
り
ま
す　

第
１
回
理
事
会
で

　
　
　
　
　
常
勤
役
員
を
選
任
　

第
１
回
理
事
会
で

　
　
　
　
　
常
勤
役
員
を
選
任
　

第
１
回
理
事
会
で

　
　
　
　
　
常
勤
役
員
を
選
任
　理事・業務委員長・

農家経済対策特別委員 
江花　秀一 
瑠辺蘂共和

理事・業務委員・
農家経済対策特別委員長
吉井　鉄也
上宇莫別拓殖

理事・総務委員・
農家経済対策特別副委員長
青嶋　秀雄

旭第４

理事・業務副委員長・
農家経済対策特別委員 
米田　浩幸
美沢共立

理事・総務副委員長・
農家経済対策特別委員
山田　　剛
横牛第2

信用担当理事・金融部長
中村　紀之
中町２丁目

理事・総務委員
野村浩太郎
原野２線

新○

理事・業務委員
下司　和広
栄町４丁目

理事・業務委員
岡田　直和
北瑛第２

新○
理事・総務委員
佐藤　仁昭

拓進
新○

監事
天草　千晶

旭第１
新○

監事
白川　徳明

朗根内
新○

監事
林　　大祐
新区画向上

新○
常勤監事

宮﨑　俊章
旭川市

新○
代表監事

太田　　満
瑠辺蘂第１

理
　
事
（
敬
称
略
）

監
　
事
（
敬
称
略
）

　４月６日に開催された第70回
通常総代会を持ちまして、７名の
役員が退任することとなりました。
美瑛町農業の発展と振興にご尽力
いただきましたことに、深く感謝
申し上げます。（役職名は前職）

退任役員退任役員
おつかれさまでしたおつかれさまでした
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ギ
フ
ト
用
と
し
て
大
人
気
の
美
瑛
産
メ

ロ
ン
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る

研
鑽
を
。
メ
ロ
ン
生
産
部
会
が
、
３
月
30

日
に
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

集
ま
っ
た
部
会
員
の
皆
さ
ん
を
前
に
、

村
田
部
会
長
は
「
今
日
の
講
習
の
内
容
を
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
メ
ロ
ン
栽
培
の
参
考
に
し

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
の

職
員
を
講
師
と
し
て
招
き
、
栽
培
の
基
本

を
改
め
て
確
認
。
メ
ロ
ン
の
苗
に
ね
ず
み

の
被
害
が
出
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
る
か
な
ど
、
参
加
者
同
士
の

情
報
交
換
も
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ロ
ン
生
産
部
会
が

栽
培
講
習
会
を
開
催

メ
ロ
ン
生
産
部
会
が

栽
培
講
習
会
を
開
催

安
定
供
給
を
め
ざ
し
て

安
定
供
給
を
め
ざ
し
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
を
終
え
て
、
新
た
に

営
農
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
に
、
研
修
の
修

了
証
書
を
授
与
。
新
農
業
人
研
修
並
び
に

長
期
農
業
研
修
修
了
証
書
授
与
式
が
、
３

月
24
日
、
美
瑛
町
役
場
４
階
委
員
会
室
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
新
農
業
人
研
修
の
修
了
者
12

名
と
、
長
期
農
業
研
修
の
修
了
者
３
名
が

出
席
。
お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
角
和
町
長
、

当
Ｊ
Ａ
真
田
専
務
よ
り
、
こ
れ
か
ら
農
業

の
担
い
手
と
な
る
皆
さ
ん
に
熱
い
激
励
の

言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研

修
を
修
了
し

た
皆
さ
ん
か

ら
、
研
修
で

培
っ
た
人
脈

を
大
切
に
し

て
勉
強
を
重

ね
て
い
き
た

い
と
、
今
後

の
抱
負
が
述

べ
ら
れ
ま
し

た
。　

ハウス管理のポイントなどを確認

新
農
業
人
研
修・

長
期
農
業
研
修
の

修
了
証
書
授
与
式
が
開
催
　

新
農
業
人
研
修・

長
期
農
業
研
修
の

修
了
証
書
授
与
式
が
開
催
　

決
意
と
志
を
胸
に
旅
立
ち

決
意
と
志
を
胸
に
旅
立
ち

大きな夢を抱き新たな門出

　

各
組
織
で
、
令
和
３
年
度
の
事
業
方
針

を
決
め
る
定
期
総
会
が
開
催
。　

　

３
月
23
日
に
は
、
酪
農
振
興
部
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
15

名
の
部
会
員
の
皆
さ
ん
が
出
席
。
菅
野
部

会
長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で
、
「
昨
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
生
乳
の
需

要
が
大
幅
に
減
っ
た
が
、
各
方
面
の
働
き

か
け
で
廃
棄
は
免
れ
た
。
今
後
、
部
会
と

し
て
も
危
機
管
理
が
重
要
に
な
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

豆
採
種
生
産
部
会
で
は
、
３
月
29
日
に

定
期
総
会
を
開
催
。
例
年
よ
り
も
机
と
座

席
の
間
隔
を
広
く
開
け
、
し
っ
か
り
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ
の
対
策会　　長

副 会 長

〃

理　　事

〃

〃

〃

〃

〃

監　　事

〃

江　花　一　治

青　嶋　　　怜

菅　原　　　勝

古　村　雅　夫

鹿　島　郁　夫

森　山　一　夫

橋　本　正　和

通　　　信　一

槙　納　隆　子

平　間　敏　明

寺　崎　やす子

エ バナ カズ ジ

部 会 長

副部会長

副部会長

監　　事

監　　事

西　野　正　史

小　口　元　範

西　條　　　誠

高　橋　惣　治

栢　木　浩　二

オ グチ モト ノリ

サイ ジョウ マコト

タカ ハシ ソウ ジ

カヤ キ コウ ジ

豆採種生産部会
ニシ ノ マサ シ

アオ シマ サトシ

スガ ワラ マサル

フル ムラ マサ オ

カ シマ イク オ

モリ ヤマ カズ オ

ハシ モト マサ カズ

トオル シン イチ

マキ ノウ タカ コ

ヒラ マ トシ アキ

テラ サキ コ

年金友の会

を
と
っ
て
の
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
研
修
会
も
開
催

さ
れ
、
作
業
開
始
を
目
前
に
研
鑽
の
機
会

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。　

　

年
金
友
の
会
は
、
４
月
９
日
に
定
期
総

会
を
開
催
。
例
年
行
わ
れ
て
い
る
傘
寿
の

お
祝
い
で
、
今
年
は
11
名
の
方
が
記
念
品

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
江
花
会
長
は
開
会

挨
拶
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
一
切
の
事
業
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
昨

年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
年
は
会
員

の
健
康
を
第
一
に
考
え
つ
つ
親
睦
を
深
め

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。　

　

豆
採
種
生
産
部
会
と
年
金
友
の
会
で
は

左
記
の
通
り
役
員
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

３
組
織
で
定
期
総
会
が
開
催

３
組
織
で
定
期
総
会
が
開
催

本
格
的
な
春
耕
期
を
前
に

本
格
的
な
春
耕
期
を
前
に

け
ん
さ
ん

け
ん
さ
ん
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雪
解
け
が
徐
々
に
進
み
、
あ
ち
こ
ち
で

春
耕
作
業
が
始
ま
る
中
で
、
乳
牛
の
餌
で

あ
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
生
産
・
供
給
を
行
っ
て
い

る
㈲
ジ
ェ
ネ
シ
ス
美
瑛
が
、
15
回
目
と
な

る
安
全
祈
願
祭
を
４
月
12
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
浦
敏
男
代
表
取
締
役
を
は
じ

め
と
し
た
、
㈲
ジ
ェ
ネ
シ
ス
美
瑛
の
役
員

お
よ
び
構
成
員
の
皆
さ
ん
や
、
役
場
・
Ｊ

Ａ
な
ど
の
各
関
係
機
関
か
ら
40
名
以
上
が

出
席
。
美
瑛
神
社
の
神
職
に
よ
る
祝
詞
の

奏
上
や
関
係
者
に
よ
る
玉
串
の
奉
奠
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　

安
全
祈
願
祭
終
了
後
、
浦
代
表
取
締
役

は
「
飼
料
作
物
の
作
付
や
町
営
白
金
牧
場

の
管
理
な
ど
、
美
瑛
町
の
農
地
の
中
で
も

大
き
な
面
積

を
担
っ
て
い

る
が
、
毎
年

無
事
に
作
業

が
で
き
て
い

る
の
は
、
参

集
し
た
皆
さ

ん
の
お
か
げ

だ
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

関係者の無事を祈る

㈲
ジ
ェ
ネ
シ
ス
美
瑛
で

安
全
祈
願
祭
が
開
催

㈲
ジ
ェ
ネ
シ
ス
美
瑛
で

安
全
祈
願
祭
が
開
催

作
業
の
安
全
を
祈
っ
て

作
業
の
安
全
を
祈
っ
て

青
年
部
が
春
期

　
研
修
会
を
開
催
　

青
年
部
が
春
期

　
研
修
会
を
開
催
　

営
農
に
役
立
つ
知
識
の
吸
収
を
　

営
農
に
役
立
つ
知
識
の
吸
収
を
　

　

今
年
１
年
間
の
営
農
が
始
ま
る
前
に
、

役
立
つ
知
識
の
吸
収
を
。
青
年
部
春
期
研

修
会
が
、
３
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
30
名
以
上
の
部
員
が
出
席
。

大
き
く
２
つ
の
内
容
で
構
成
さ
れ
た
研
修

会
は
、
始
め
に
、
ス
ガ
ノ
農
機
株
式
会
社

が
農
業
に
お
け
る
土
と
耕
す
こ
と
を
テ
ー

マ
に
設
立
し
た
博
物
館
「
土
の
館
」
に
所

属
す
る
田
村
政
行
氏
を
講
師
と
し
て
、

「
美
瑛
町
の
土
壌
管
理
と
土
づ
く
り
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
青
年
部
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
青
年
部
員
各
自
が

営
農
で
抱
え
る
課
題
を
集
め
、
共
有
化
す

る
こ
と
で
自
ら
の
行
動
の
変
化
や
政
策
提

言
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
す
た
め
の
指
針
と

な
る
「
ポ
リ
シ

ー
ブ
ッ
ク
」
を

当
Ｊ
Ａ
青
年
部

で
も
作
成
す
る

た
め
、
ポ
リ
シ

ー
ブ
ッ
ク
に
つ

い
て
の
解
説
や

部
員
の
意
見
・

要
望
の
取
り
ま

と
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　

有意義な時間となりました

　

将
来
を
担
う
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
、

よ
り
一
層
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
を
。
青
年
部
・

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
３
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
本
所

中
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
組
織
の
役
員
あ
わ
せ

て
12
名
が
出
席
。
昨
年
か
ら
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
中
で
、

久
々
に
対
面
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
内
容
は
、
地

区
懇
談
会
の
資
料
を
通
じ
た
、
令
和

３
年
度
の
Ｊ
Ａ
各
種
事
業
の
解
説
。

営
農
部
職
員
か
ら
の
説
明
に
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。　

久々のイベント開催となりました

　

（
一
社
）
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
に
よ
る
家
畜
改
良
顕
彰
で
、
Ｊ

Ａ
び
え
い
管
内
３
件
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
種
雄
牛
が
上
位
に
選
抜
さ

れ
、
Ｊ
Ａ
本
所
３
階
式
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
に
よ
る
家
畜
改
良
顕
彰
で
は
、
全
国
の
種

雄
牛
が
、
そ
の
子
孫
の
乳
量
や
生
乳
に
含
ま
れ
る
成
分
な
ど
を
基
準
に

能
力
を
評
価
さ
れ
、
全
国
上
位
40
頭
ま
で
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

種
雄
牛
は
海
外
の
優
秀
な
母
牛
の
卵
子
と
、
能
力
が
高
い
種
雄
牛
を
掛

け
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
㈱
稲
川
牧
場
、

㈱
ベ
イ
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
、
上
田
牧
場
の
種
雄
牛
た
ち
は
、
各

牧
場
の
母
牛
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。
日
本

の
牛
を
母
に
持
つ
牛
が
、
同
じ
市
町
村
か

ら
３
頭
も
同
時
に
選
抜
さ
れ
る
の
は
、
家

畜
改
良
顕
彰
が
始
ま
っ
て
か
ら
初
め
て
の

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
（
一
社
）
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

北
海
道
の
石
村
専
務
理
事
、
当
Ｊ
Ａ
の
熊

谷
組
合
長
も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
表
彰

式
の
終
了
後
は
出
席
者
で
の
記
念
撮
影
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

全国初の快挙！全国初の快挙！
家畜改良顕彰で美瑛町内３件の
生産者の種雄牛が表彰　

家畜改良顕彰で美瑛町内３件の
生産者の種雄牛が表彰　

受賞に際しての記念写真

青年部・Ｆミセス会
リーダー研修会が開催
青年部・Ｆミセス会
リーダー研修会が開催

地区懇談会資料を詳しく解説！地区懇談会資料を詳しく解説！

の
り
と

そ
う
じ
ょ
う

た
ま
く
し

ほ
う
て
ん
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人

事

異

動

【　

】
内
は
以
前
の
部
署　

（
令
和
３
年
４
月
１
日
付
）

◆
管
理
職
／
部
長
職

営
農
部　

部
長

【
購
買
部　

部
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
勝
　
也

畜
産
部　

部
長

【
畜
産
部　

畜
産
課　

課
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
亨
　
枝

購
買
部　

部
長

【
営
農
部　

部
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
間
　
尚
　
貴

◆
管
理
職
／
課
長
職

総
務
部　

審
査
・
庶
務
課　

課
長

【
共
済
部　

共
済
課　

課
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
崎
　
智
　
春

金
融
部　

経
済
対
策
課　

課
長

【
購
買
部　

農
業
機
械
課　

課
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
尻
　
和
　
典

畜
産
部　

畜
産
課　

課
長

【
販
売
部　

経
理
企
画
課　

課
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
紀
　
寿

販
売
部　

農
産
課　

課
長

【
営
農
部　

営
農
企
画
課　

係
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
田
　
充
　
浩

販
売
部　

施
設
物
流
課　

課
長　

兼
務　

穀
類
施
設
工
場
長

【
販
売
部　

施
設
物
流
課　

穀
類
施
設
工

場
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
山
　
亜
紀
夫

購
買
部　

農
業
機
械
課　

課
長

【
販
売
部　

農
産
課　

課
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
　
田
　
　
　
謙

◆
一
般
職
／
係
長
職

共
済
部　

共
済
課　

係
長

【
総
務
部
付　

係
長（
共
済
連
旭
川
自
動
車

損
害
調
査
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
出
向
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
　
島
　
誉
　
大

共
済
部　

共
済
課　

係
長

【
共
済
部　

共
済
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
　
取
　
大
二
朗

営
農
部　

営
農
支
援
課　

係
長

【
総
務
部
付　

係
長（
Ｊ
Ａ
び
え
い
食
品
㈱

出
向
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
田
　
健
太
郎

営
農
部　

営
農
支
援
課　

係
長

【
営
農
部　

営
農
支
援
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
眞
　
鍋
　
啓
　
太

営
農
部　

営
農
企
画
課　

係
長

【
販
売
部　

青
果
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
家
　
良
　
太

販
売
部　

青
果
課　

係
長

【
金
融
部　

経
済
対
策
課　

係
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
　
田
　
博
　
明

販
売
部　

農
産
課　

係
長

【
販
売
部　

農
産
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
谷
　
郁
　
人

販
売
部　

施
設
物
流
課　

係
長

【
販
売
部　

経
理
企
画
課　

係
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
　
田
　
光
　
好

畜
産
部　

畜
産
課　

係
長

【
畜
産
部　

畜
産
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
　
山
　
　
　
渓

購
買
部　

農
業
機
械
課　

係
長

【
購
買
部　

農
業
機
械
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
口
　
昌
　
仁

◆
一
般
職
／
主
任
職

共
済
部　

共
済
課　

主
任

【
購
買
部　

農
業
機
械
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
　
山
　
修
　
平

販
売
部　

施
設
物
流
課　

主
任

【
販
売
部
経
理
企
画
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
　
田
　
　
　
彩

購
買
部　

農
業
機
械
課　

主
任

【
販
売
部　

施
設
物
流
課　

主
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
英
　
司

◆
一
般
職

総
務
部　

管
理
課　

係

【
総
務
部　

審
査
・
庶
務
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
邊
　
と
も
み

総
務
部　

審
査
・
庶
務
課　

係

【
総
務
部　

管
理
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
　
川
　
美
　
風

総
務
部　

審
査
・
庶
務
課　

係

【
新
採
用
】　
　
　
　
　
神
　
谷
　
志
　
穂

総
務
部
付　

係（
Ｊ
Ａ
び
え
い
食
品
㈱
出

向
）

【
販
売
部　

施
設
物
流
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
口
　
な
　
な

金
融
部　

貯
金
課　

係

【
営
農
部　

営
農
企
画
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
崎
　
麿
　
鼓

共
済
部　

共
済
課　

係

【
営
農
部　

営
農
支
援
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
　
上
　
慶
　
太

共
済
部　

共
済
課　

係

【
金
融
部　

貯
金
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
碧
　
唯

営
農
部　

営
農
企
画
課　

係

【
新
採
用
】　
　
　
　
　
秋
　
山
　
偉
　
邑

販
売
部　

経
理
企
画
課　

係

【
共
済
部　

共
済
課　

係
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
は
る
か

購
買
部　

農
業
機
械
課　

係

【
新
採
用
】　
　
　
　
　
齊
　
藤
　
　
　
陸

（
令
和
３
年
４
月
12
日
付
）

◆
一
般
職
／
係
長
職

総
務
部
付　

係
長　
（
㈱
美
瑛
選
果
出
向

　

新
千
歳
空
港
店
店
長
） 

【
販
売
部　

経
理
企
画
課　

係
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
鹿
　
舞
　
子
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⑴鍋にサラダ油を熱し、2～3cm幅に切った豚バラ、1cm角に切ったトマト、小さめの
乱切りにしたゴボウを炒める（3～4分ほど）。

⑵ ⑴にかつおだしを入れ強火で沸騰させてから、弱火にしてあくを丁寧にすくい、半
分の量のみそを溶き入れ、ばらしたナメコを入れて7～8分煮る。

⑶最後に残りのみそを溶き入れ、おわんに盛り付け小口切りネギをのせて出来上がり。

「
サ
ワ
ラ
と
レ
ン
コ
ン
の

　
　
　
　
　
ポ
ン
酢
掛
け
」

永井　智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある

「天晴」
オーナーシェフ

サワラ
レンコン
ナバナ（下ゆで）
ラディッシュ
サラダ油
片栗粉
◆ぽん酢だれ
　ぽん酢しょうゆ
　大根おろし

…………………４切れ
…………………100ｇ

………1/2束
………………４個

…………………適宜
………………大さじ２

………大さじ4
…………大さじ1

⑴サワラの切り身は薄塩（材料外）を振って1時間ほど置く。レ
ンコンは5mm厚に切って酢水（材料外）にさらす。

⑵ ⑴の水気を拭き取り、片栗粉をはたき180度のサラダ油で3
～4分ほど揚げる。

⑶ボウルにぽん酢だれの材料を合わせ、⑵を直接入れ絡める。

⑷皿に⑶を盛り付け、ナバナとラディッシュを飾り、ボウルに残
ったたれを回し掛けて出来上がり。

「
ナ
メ
コ
と

　
　
ト
マ
ト
の
豚
汁
」

「
ナ
メ
コ
と

　
　
ト
マ
ト
の
豚
汁
」

足付き生ナメコ
豚バラスライス
トマト
ゴボウ
かつおだし
みそ
サラダ油
小口切りネギ

……………100ｇ
……………200ｇ

………………………中2個
……………………1/2本
……6カップ（1200ml）

…………………大さじ5～6
…………………小さじ1

………………適宜
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績
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コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
以
下
「
コ
ン
ト

ラ
」
と
い
い
ま
す
。
）
と
は
、
農
作
業
機

械
と
労
働
力
を
有
し
て
農
作
業
を
請
け
負

う
組
織
の
こ
と
で
す
。　

　

経
営
規
模
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
農
業
機

械
の
大
型
化
が
進
み
、
高
性
能
化
、
農
業

機
械
の
コ
ス
ト
高
に
伴
っ
て
個
別
に
機
械

を
所
有
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
、

幅
広
い
作
業
で
コ
ン
ト
ラ
が
利
用
さ
れ
、

今
後
地
域
の
農
業
生
産
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
「
美
瑛
町
加
工
馬
鈴
薯
コ

ン
ト
ラ
協
議
会
」
（
以
下
「
協
議
会
」
と

い
い
ま
す
。
）
を
平
成
28
年
12
月
に
設
立

し
、
馬
鈴
薯
の
コ
ン
ト
ラ
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。　

　

コ
ン
ト
ラ
導
入
の
き
っ
か
け
と
こ
れ
ま

で
の
実
績
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　　

初
め
に
、
コ
ン
ト
ラ
導
入
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
輪
作
体
系
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

改
め
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
輪
作
体
系

を
守
る
こ
と
は
、
病
害
虫
対
策
や
、
地
力

の
低
下
を
防
止
し
、
作
物
の
収
量
増
加
と

品
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

町
内
で
は
労
働
負
担
の
少
な
い
小
麦
が
過

作
状
態
と
な
り
、
輪
作
体
系
の
維
持
に
必

要
な
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
馬
鈴
薯
の
生
産
量
を
確
保
す
る
た

め
に
、
労
働
力
不
足
を
補
い
、
作
業
の
効

率
化
を
図
る
コ
ン
ト
ラ
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。　

　

ま
た
、
美
瑛
町
の
貴
重
な
観
光
資
源
と

な
っ
て
い
る
丘
の
景
色
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
営
農
活
動
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
四
季
折
々
に
異
な
る
表
情
を
見

せ
て
く
れ
る
丘
陵
地
帯
は
、
そ
の
美
し
さ

か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
丘
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。
輪
作
体
系
の
賜
物
と
も
い
え
る
こ
の

景
色
を
守
る
た
め
に
も
、
馬
鈴
薯
の
作
付

維
持
を
支
え
る
コ
ン
ト
ラ
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

　　

コ
ン
ト
ラ
の
利
用
者
数
は
平
成
29
年
度

が
31
戸
、
30
年
度
が
35
戸
、
令
和
元
年
度

が
36
戸
、
昨
年
度
は
39
戸
と
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
受
託
面
積
実
績
は
、
平

成
29
年
度
が
１
１
５
ha
、
30
年
度
が
１
２

２
ha
、
令
和
元
年
度
が
１
５
２
ha
、
昨
年

度
は
１
４
０
ha
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
カ

ル
ビ
ー
契
約
の
加
工
馬
鈴
薯
全
体
の
作
付

面
積
の
約
３
割
を
コ
ン
ト
ラ
が
占
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
（
図
１
）

　 

昨
年
度
は
１
６
０
ha
を
コ
ン
ト
ラ
で
実

施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
９
月
末
に
晴
天

が
続
き
天
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
生
産
者

自
ら
が
収
穫
し
た
こ
と
に
よ
り
１
４
０
ha

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
元
年
度

以
前
と
比
較
す
れ
ば
確
実
に
コ
ン
ト
ラ
面

積
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

馬
鈴
薯
を
収
穫
す
る
時
期
は
雨
が
多
く
、

ほ
場
条
件
が
悪
く
な
り
収
穫
に
苦
労
し
ま

す
。
協
議
会
が
所
有
す
る
収
穫
機
（
バ
リ

ト
ロ
ン
２
台
）
は
、
２
畦
掘
り
自
走
式
で
、

後
輪
が
ク
ロ
ー
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

美
瑛
町
特
有
の
傾
斜
ほ
場
や
粘
土
質
土
壌

と
い
っ
た
悪
条
件
に
も
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
、
馬
鈴
薯
収
穫
に
と
っ
て
は
心
強
い

味
方
と
い
え
ま
す
。

　
◆
品
種
ご
と
の
実
績　

　

協
議
会
が
受
託
し
た
品
種
ご
と
の
実
績

は
図
２
―
１
、
図
２
―
２
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
さ
や
か
の
収
穫
を
本

格
的
に
実
施
し
ま
し
た
。　

　

品
種
ご
と
の
面
積
の
推
移
で
は
ト
ヨ
シ

ロ
が
減
少
し
、
き
た
ひ
め
が
微
増
し
て
い

ま
す
。
ア
ン
ド
ー
バ―

は
平
成
30
年
度
に

急
増
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
右
肩
下

が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ

加
工
馬
鈴
薯
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
　

加
工
馬
鈴
薯
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
　

図２－１　コントラ実績の内訳　

図１　加工馬鈴薯の作付面積と
　　　コントラの推移（単位：ha）　
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馬
鈴
薯
の
コ
ン
ト
ラ
は
当
初
、
“高
性

能
収
穫
機
械
を
有
す
る
組
合
員
の
協
力
”

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
産
者

の
負
担
を
抑
え
な
が
ら
増
反
体
制
の
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
協
議
会
を
設
立
し
、

今
年
度
か
ら
新
た
な
役
員
体
制
で
運
営
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　　

令
和
３
年
度
役
員
体
制
（
敬
称
略
）

　
　
　

会　

長　
　

浦
島　

貴
之　

　
　
　

副
会
長　
　

上
村　

昌
規　

　
　
　

理　

事　
　

小
川　

玄
大　

　
　
　

理　

事　
　

大
西　

智
貴　

　
　
　

監　

事　
　

増
山　

勝
範　

　

○
コ
ン
ト
ラ
の
実
施
体
制
　

　

協
議
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
関
係
機
関

か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
業
務
体
系
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
収
穫
機
械
は
Ｊ
Ａ
所

有
の
自
走
式
２
畦
掘
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
（
バ

リ
ト
ロ
ン
）
２
台
、
け
ん
引
式
１
畦
掘
ハ

ー
ベ
ス
タ
ー
２
台
の
計
４
台
体
制
で
収
穫

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

運
搬
体
系
は
、
バ
リ
ト
ロ
ン
の
収
穫
で

は
改
造
ダ
ン
プ
カ
ー
お
よ
び
大
型
コ
ン
テ

ナ
、
け
ん
引
式
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
は
大
型

コ
ン
テ
ナ
に
よ
り
集
荷
運
搬
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

○
品
質
向
上
の
取
り
組
み　

　

馬
鈴
薯
収
穫
の
際
に
打
撲
や
傷
を
受
け

る
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
、
カ
ル
ビ
ー

ポ
テ
ト
と
協
議
を
重
ね
バ
リ
ト
ロ
ン
や
選

別
ラ
イ
ン
、
輸
送
ダ
ン
プ
を
改
造
し
、
馬

鈴
薯
の
品
質
向
上
に
努
め
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
向
上
の

た
め
研
修
会
を
実
施
、
特
に
バ
リ
ト
ロ
ン

に
つ
い
て
は
、
適
正
な
掘
り
方
の
調
査
研

究
を
行
い
、
ほ
場
に
合
わ
せ
た
最
適
な
走

行
速
度
や
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
回

転
速
度
の
調
整
を
行
い
、
美
瑛
町
の
地
域

特
性
や
実
情
に
合
わ
せ
た
収
穫
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。　

　　
　

図２－２　コントラ実績　品種ごとの推移　

バリトロン１号機

ダンプ改造

バリトロン２号機

ダンプ運搬状況

選別ライン



５　
コ
ン
ト
ラ
利
用
者
の

　
　
　
　
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い　

６　
コ
ン
ト
ラ
の
利
用
促
進
を

７　
期
待
が
高
ま
る
コ
ン
ト
ラ　
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○
令
和
３
年
度
の
コ
ン
ト
ラ
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
料
金
体
系
は
表
１
、
コ

ン
ト
ラ
に
よ
る
収
穫
予
定
は
表
２
の
と
お

り
で
、
馬
鈴
薯
の
生
産
者
は
、
協
議
会
と

の
契
約
に
よ
り
作
業
を
委
託
し
ま
す
。　

・
生
食
馬
鈴
薯
の
収
穫
試
験　

　

今
年
は
、
生
食
用
の
馬
鈴
薯
を
バ
リ
ト

ロ
ン
で
試
験
的
に
収
穫
を
行
い
ま
す
。
生

産
者
の
協
力
を
得
て
、
加
工
馬
鈴
薯
以
外

の
馬
鈴
薯
の
コ
ン
ト
ラ
に
つ
い
て
挑
戦
し
、

美
瑛
町
全
体
の
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
増
加

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。　

・
そ
の
他
主
な
改
善
点　

　

受
入
処
理
の
効
率
化
と
経
費
節
減
を
図

る
た
め
、
選
別
ラ
イ
ン
の
改
造
や
輸
送
ダ

ン
プ
の
増
車
を
行
い
ま
す
。　

　

協
議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協

議
会
運
営
の
た
め
の
財
源
の
確
保
、
原
料

受
入
先
や
各
関
係
機
関
と
連
携
し
円
滑
な

事
業
運
営
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。　

　

コ
ン
ト
ラ
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ほ
場

の
環
境
や
馬
鈴
薯
の
栽
培
方
法
が
整
わ
な

け
れ
ば
、
い
く
ら
高
性
能
な
機
械
で
あ
っ

て
も
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
所
得
減

少
や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
加
算
な
ど
、
返
っ
て

負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
、
作
業
受
託
に
際
し
て
の
収

穫
作
業
条
件
の
平
等
性
や
作
業
効
率
向
上

を
考
慮
し
、
本
年
度
の
協
議
会
総
会
に
お

い
て
、
「
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
実
施
要
領
」

の
見
直
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

利
用
料
の
値
上
げ
や
追
加
条
件
の
見
直
し

な
ど
何
か
と
ご
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
以

下
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　
　

　

⑴
馬
鈴
薯
栽
培
基
準
に
従
っ
た
作
付
け

条
件
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

⑵
収
穫
作
業
条
件
を
遵
守
し
て
く
だ
さ

い
。
（
詳
し
く
は
「
実
施
要
領
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
）　

　
　

①
茎
葉
処
理
（
チ
ョ
ッ
パ
ー
処
理
）
、

枯
凋
処
理
は
収
穫
前
に
必
ず
実
施

　
　

②
ほ
場
の
枕
部
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

が
旋
回
で
き
る
幅
、
最
低
12
ｍ
以

上
を
確
保　

　
　

③
中
抜
き
は
４
本
２
か
所
以
上
を
確

保　

　

⑶
選
別
後
の
残
渣
は
各
自
が
受
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
全
量
出
荷
の
み
）

　

⑷
今
年
は
５
月
末
に
収
穫
受
託
の
契
約

を
結
び
ま
す
。
（
キ
ャ
ン
セ
ル
料
金

の
算
定
基
礎
に
な
り
ま
す
。
）　

　
　

　

以
下
に
該
当
す
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、

コ
ン
ト
ラ
の
活
用
に
つ
い
て
積
極
的
に
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

①
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
古
く
、
後
継

者
も
い
な
い
た
め
機
械
の
更
新
は
考
え

て
お
ら
ず
、
将
来
は
馬
鈴
薯
の
生
産
を

や
め
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。　

　

⇒
コ
ン
ト
ラ
の
受
託
条
件
に
あ
る
防
除

畝
や
枕
部
の
確
保
（
収
穫
）
に
つ
い
て

は
、
作
物
を
作
付
け
し
な
い
こ
と
で
解

決
が
で
き
ま
す
。　

②
機
械
が
あ
っ
て
も
機
上
選
別
員
が
確
保

で
き
な
い
な
ど
働
き
手
が
不
足
し
て
い

る
。

③
経
営
規
模
の
拡
大
を
機
に
、
作
業
の
一

部
を
委
託
す
る
こ
と
で
経
営
の
合
理
化
を

め
ざ
す
。

　

新
た
に
馬
鈴
薯
の
収
穫
を
希
望
さ
れ
る

方
は
営
農
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　　

近
年
は
酪
農
経
営
だ
け
で
は
な
く
、
畑

作
経
営
に
お
い
て
も
コ
ン
ト
ラ
の
普
及
が

進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
経
営
規
模
の
拡

大
や
労
働
力
不
足
を
補
い
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
所
得
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
は
、

馬
鈴
薯
以
外
の
作
物
の
収
穫
を
は
じ
め
、

耕
起
作
業
や
作
物
の
播
種
作
業
、
機
械
の

リ
ー
ス
な
ど
と
い
っ
た
総
合
的
な
コ
ン
ト

ラ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

今
後
の
農
作
業
の
請
負
、
コ
ン
ト
ラ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　　　

馬
鈴
薯
の
品
質
向
上
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
所
得
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
自
ら
収
穫
す
る
こ
と
が
難
し
い

ほ
場
は
、
収
穫
機
械
の
性
能
、
能
力
だ
け

で
は
カ
バ
ー
で
き
ず
コ
ン
ト
ラ
で
も
収
穫

は
難
し
く
な
り
ま
す
。　

　

消
費
者
に
選
ば
れ
る
よ
り
よ
い
馬
鈴
薯

を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
を
目
標
に
、
生
産

者
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
の
強
力
な
連
携

の
も
と
、
今
後
と
も
コ
ン
ト
ラ
事
業
に
対

し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①早生品種　　20,500円/10a（20,000円/10a） 

②きたひめ　　25,000円/10a（23,000円/10a） 

③さやか　　　25,000円/10a（23,000円/10a） 

④スノーデン　28,500円/10a（25,000円/10a）   

⑤運賃（全品種）　　2円/㎏ 

さやか

アンドーバ―

きたひめ

スノーデン

トヨシロ

生食用

合計

30.1 ha

35.3 ha

12.0 ha

57.4 ha

3.5 ha

1.5 ha

139.8 ha

表１：令和３年度料金体系
　　（　）内は令和２年度までの料金　

表２：令和３年度の収穫予定
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5 9 14 181

6 15 72

12 7 19 212

7 10 16 7

7 7 13 203

8 11 7 17 77

4

B

E

E

EB

A EF

E C

E E E

D

第1168号　令和3年5月1日号　毎月1日発行第1168号　令和3年5月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

14

5

①
５
月
の
空
を
泳
ぎ
ま
す

②
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
日
に
は
脱
い
で

腕
に
掛
け
る
人
も

③
魚
の
胸
や
背
、
尾
な
ど
の
ヒ
ラ
ヒ

ラ
④
『
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
』
を
作

曲
し
ま
し
た

⑥
柱
や
立
ち
木
の
間
に
つ
る
し
て
使

う
寝
具

⑧
ト
マ
ト
の
実
の
食
べ
な
い
部
分

⑩
バ
ラ
は
「
愛
」
や
「
美
」
、
ア
ヤ

メ
な
ら
「
朗
報
」
「
希
望
」
な
ど

⑫
―
―
を
買
っ
て
家
を
建
て
た

⑭
リ
ュ
ッ
ク
や
ト
ラ
ン
ク
も
こ
れ
の

一
種

⑯
ゴ
ー
ル
ま
で
―
―
５
㎞
で
す

⑱
つ
る
べ
を
下
ろ
し
て
水
を
く
み
ま

す

①
亀
が
日
な
た
で
―
―
干
し
を
し
て

い
る

③
漢
字
で
書
く
と
雲
雀
。
空
高
く
さ

え
ず
る
野
鳥
で
す
。
あ
げ
―
―
、

―
―
笛

⑤
砕
け
て
石
や
砂
に
な
り
ま
す

⑥
突
然
、
風
船
が
―
―
し
た

⑦
種
、
稲
、
穂
に
共
通
の
部
首

⑨
５
月
の
第
２
日
曜
日
は
―
―
の
日

で
す

⑪
和
服
の
袖
の
下
に
垂
れ
た
部
分

⑬
物
質
の
性
質
や
星
の
動
き
な
ど
を

学
び
ま
す

⑮
胴
が
太
い
ヘ
ビ
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
る
と
い
う
、
幻
の
生
物

⑰
二
輪
車
の
こ
と
で
す

⑲
奈
良
や
京
都
の
よ
う
に
昔
、
都
が

置
か
れ
て
い
た
場
所

⑳
中
国
に
次
い
で
人
口
の
多
い
国

㉑
紳
士
服
―
―
は
４
階
で
ご
ざ
い
ま

す

Ｅ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

寺　

林　

律　

子
さ
ん

桑　

尾　

ま
す
み
さ
ん

佐　

藤　

淳　

子
さ
ん

野　

崎　

千　

恵
さ
ん

佐　

藤　

寿
志
子
さ
ん

　

 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

7 13 201

7 14 172

8 11 7 18

15 77

7 12 7 213

9 7 16 194

10

D

E

E B

E C E

EE E

E

5

6

7

E

E A

エ ンウコノエウ
ク イソリコホゴ
ボ ケイヨギンキ
ー ゴキレリウツ
ゲ ンンインジネ
ン ビトヨミユト
ユ ウキツソウゴ

☆
先
月
号
の
こ
た
え
は

『
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
』で
し
た

【全体運】おいしい物を食べたり花の香りを楽
しんだり。五感を刺激するレジャーにツキ。買
い物は予算オーバーに注意
【健康運】無理をすると後からきそう。休養も忘れずに
【幸運の食べ物】キクラゲ

【全体運】上昇運。取っ掛かりでつまずいても諦
めないで。手抜きをしない姿勢が高く評価され
ます。誤解も解けるはず
【健康運】軽いストレッチやダンスがお勧めです
【幸運の食べ物】サヤエンドウ

【全体運】うっかり忘れて慌てることがあるか
も。メモやカレンダーを活用して乗り切って。
連絡は早めに取るといい方向へ
【健康運】持病があるならケアを。健康診断も受けて◎
【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】パワフル運。活動的に過ごした方がハ
ッピーでいられます。買い物は事前準備が大事。
リスト作りから
【健康運】友人たちと楽しみながらできる運動が◎
【幸運の食べ物】キャベツ

【全体運】大事な用事は早めに済ませ、後半の予
定は余裕を持たせて。頼まれ事はできるだけ引
き受けた方が発展的です
【健康運】景色を楽しみながらのウオーキングが◎
【幸運の食べ物】ビワ

【全体運】周囲の期待に応えるのが大変そう。け
れど頑張りの結果は上々。自信を持って進めま
しょう。衝動買いは控えて
【健康運】リラクセーション系のマッサージが吉
【幸運の食べ物】メロン

【全体運】結果を求められることが多く大変そ
う。でも、努力は実を結ぶ兆しです。手抜きをせ
ずに丁寧に進めれば大躍進
【健康運】食べた分、体を動かして。万歩計が励みに
【幸運の食べ物】グリーンピース

【全体運】勢い余ってミスしてしまう危険がチ
ラリ。慣れたことでも丁寧に進めて。困ったと
きは早めにSOSを出すのが正解
【健康運】安全確認が大切。器具は点検してから使って
【幸運の食べ物】新ジャガ

【全体運】着実に進めればうれしいご褒美が待
っています。時には自分のことより頼まれ事を
優先してみるのもありかも
【健康運】継続は力なり。長くやっている成果が出そう
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】心温まる知らせが飛び込んできそう。
ボランティア活動では人の優しさに触れられ
ほっこり。おけいこ事にツキ
【健康運】頑張り過ぎないで。ペース配分が重要です
【幸運の食べ物】さんしょう

【全体運】ハプニングはあなたの味方。「エッ !」
と思ったときほど冷静に動いて。チャンスをつ
かめます。金運も上昇中
【健康運】ちょっとハードな筋トレで体の動きが改善
【幸運の食べ物】ゼンマイ

【全体運】長く困っていたことが解決に向かう
一方で、新たな問題発生も。気持ちの切り替え
が大切。良い面に目を向けて
【健康運】不調を解消するチャンス。まずは血行促進から
【幸運の食べ物】ニンニク

毎月15日（当日消印有効）、当選者は次号でお知らせします。
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お知らせ

JAび
えいからの　　　地域みんなで進めよう 

農作業安全!!

窓口 研修センター　☎92-0588

　農機協では農作業事故や交通事故を未然に防
止するため、ジョイントカバー等の購入に対し
て助成をいたします。

◎ジョイントカバーアッセンブリまたはカバー付ジョイント
助成金額3,300円（税込） 

◎ジョイントカバー片側またはカバー付ジョイント片側
助成金額1,650円（税込） 

（※ジョイントカバー・PTOジョイントはタイプによって価格が違います）
◎低速車マーク………… 通常販売価格4,400円（税込）

助成金額1,650円（税込） 
◎安全標識・反射板（2枚購入）

………………通常販売価格4,400円（税込）     
助成金額1,100円（税込） 

◎回　転　灯…………… 通常販売価格8,250円（税込）
助成金額1,650円（税込） 

◎トレーラライトセット
　　 ………通常販売価格9,262円～15,642円（税込）

助成金額1,650円（税込） 
（※トレーラライトセットはタイプによって価格が違います） 
◎バックモニター…通常販売価格41,695円（税込）～ 

助成金額1,650円（税込） 
◎バックモニター用増設カメラ

………………通常販売価格25,300円（税込）～
助成金額1,650円（税込） 

◎バックブザー…………通常販売価格 5,720円（税込）
　　　　　　　　　　　　助成金額1,650円（税込） 

※対象は単価１,100円（税込）以上の商品といたします。 

　近年、PTOジョイントに巻き込まれる事故や、夜間
に一般道をトラクターで走行中、後続車に追突される事
故が増加しております。そのような農作業事故を未然に
防ぐため、農機協では上記の製品の購入に対し助成をい
たします。研修センターはもちろん、他の農機具会社等、
ＪＡ経由で購入される場合も助成しています。 
　ご注文、お問い合せは研修センターまでお願いいたし
ます。

気象観測システムの
情報提供を開始しました！ 

窓口 営農部　☎68-7014

窓口 営農部　☎68-7014

　今年も気象観測システムによる情報提供が始まりま
した。ＪＡびえいホームページよりご覧いただけます
ので、点在する農地の管理などに、ぜひお役立てくだ
さい。なお、今年度より、土壌体積含水率・土壌湿度
の観測は中止といたします。 
　ご不明な点がありましたら、営農部までご連絡くだ
さい。 

窓口 貯金課　金融店舗　☎92-4325

地区担当が変わりました 
よろしくお願いいたします！

ゴールデンウィーク
ＡＴＭご利用時間のご案内

課長　佐藤　秀治
【担当地区】 横牛、朗根内、
俵真布、福富三愛、水沢

係長　山田健太郎
【担当地区】 原野、新区画、
置杵牛、明治、赤羽、宇莫別

係長　眞鍋　啓太
【担当地区】 大村、北瑛、
美田、五稜、藤野、旭

営農指導員
廣瀬　　勉

※月・水・金のみの
　勤務となります。

係長　清治　幸生
【担当地区】 美沢、美馬牛、
新星、ルベシベ、二股 

農機協

設置場所 ホクレンショップ 金融店舗 セブン銀行他※
4/29㈭
4/30㈮
5/1㈯
5/2㈰
5/3㈪
5/4㈫
5/5㈬
5/6㈭

9：00～17：00
9：00～18：00
9：00～17：00
9：00～17：00
 休　　業
 休　　業
 休　　業

9：00～18：00

 休　　業
8：45～17：00
 休　　業
 休　　業
 休　　業
 休　　業
 休　　業

8：45～17：00

8：00～21：00
8：00～22：00
8：00～21：00
8：00～21：00
8：00～21：00
8：00～21：00
8：00～21：00
8：00～22：00

※セブン銀行・ローソン銀行・イーネットについてはご利用日・ご
利用時間によって手数料がかかることがあります。
　また、稼働時間もATMによって異なりますので、詳しくはご利
用ATMの掲示等でご確認ください。



協
同
の  287億37百万円

72億41百万円
11億19百万円
57億10百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

 756人
1,874人

正組合員
准組合員

組合員数

  

発生件数　　３件（５件）《１件》
　　負傷　　３人（５人）《１人》
　　死亡　　０人（０人）《０人》

（　）は２年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（４月15日現在）

　以前の編集後記でもお伝えしましたが、昨年５月から当Ｊ
Ａ女性職員の制服がリニューアルされました。その当時、洗
い替え用の制服は１サイズ大きなものを選択したと皆さんに
ご報告させていただきました。そちらばかり着る日も近いか
もしれません、とも……。　
　今現在の私は、なんと！洗い替え用の大きい方ばかり着て
います！ある意味、有言実行です！（笑）　
……眠りについている小さい方の制服に戻りたいです。（麻）

編集後記

ち
か
ら

の主な行事予定5月

気をつけましょう！
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  ３日（月）

４日（火）

５日（水）

 １９日（水） 

憲法記念日 

みどりの日 

こどもの日

穀類種子調製施設新築工事
地鎮祭 

第36回理事会　3月19日㈮

理事会の報告

■議案審議事項　
議案第１号　令和２年度監事会の監

査報告書について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　令和２年度みのり監査

法人の監査報告書につ
いて

・原案どおり承認されました。
議案第３号　令和２年度事業報告、

貸借対照表、損益計算
書、剰余金処分（案）
および注記表、附属明
細書の承認について　

・原案どおり承認されました。
議案第４号　令和３年度事業計画に

ついて　
・原案どおり承認されました。
議案第５号　第70回通常総代会招集

に係る決議事項につい
て　

・原案どおり承認されました。
議案第６号　第70回通常総代会の提

出議案について　
・原案どおり承認されました。
議案第７号　令和３年度信用供与等

の最高限度額の設定に
ついて　

・原案どおり承認されました。

議案第８号　令和３年度貸付金利率
の最高限度について　

・原案どおり承認されました。
議案第９号　令和３年度理事に対す

る貯金担保等の貸付に
ついて　

・原案どおり承認されました。
議案第10号　令和３年度余裕金の運

用方針および運用方法
について　

・原案どおり承認されました。
議案第11号　第66回地区懇談会の意

見集約結果について　
・原案どおり承認されました。
議案第12号　マネー・ローンダリン

グに係る取引リスク評
価書について　

・原案どおり承認されました。
議案第13号　役員報酬等審議会の答

申結果について　
・原案どおり承認されました。
議案第14号　役員賠償責任保険契約

の締結について　
・原案どおり承認されました。
議案第15号　退職職員に対する退職

功労金の支給について
・原案どおり承認されました。

第1回理事会　4月6日㈫
■議案審議事項　
議案第１号　代表理事組合長及び代

表理事専務並びに常務
理事の選任について　

・原案どおり承認されました。

議案第２号　非常勤理事の使用人兼
務の決定について　

・原案どおり承認されました。
議案第３号　令和３年度理事報酬の

決定について　
・原案どおり承認されました。

※百万円未満四捨五入（令和３年３月末）

丘のおかし アレンジレシピ♪丘のおかし アレンジレシピ♪
　毎月１つ、丘のおかしシリーズを使ったアレンジ
レシピをご紹介！ 
　今回のメニューは、後から乗せた丘のおかしのサ
クサク食感がたまらない、とうきびクルトンスープ
をご紹介します！
 
◆材　料
　 コーンスープ
　（お好みのもの）…１杯 
    丘のおかしとうきび
　　…………お好きなだけ

◆作り方
　① コーンスープをあたためます。 
　② ①に「丘のおかしとうきび」
　　 をたっぷりトッピングして
　　 完成です！
　Point!
　夏は冷製スープに乗せても
　おいしいです！ 
　「丘のスープとろとろとうきび」
　との相性もばっちり！

今回使ったのは……とうきび
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